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遠隔地地震波形リアルタイム配信を用いたAIによる
未来の地震波形予測を利用した構造系振動制御

●キーワード● 構造振動制御、制御理論、地震観測網、AI、ICT

　地震外乱を受ける構造系の振動制御系のさらなる性能
向上のため，リアルタイム地震観測網（防災科学技術研究所 
強震モニタ等）から得られる（途上にある）遠隔地波形配信
データを用いて，制御される構造系に地震外乱が到達する
前に地震の未来波形を予測し，先回りして制御する手法を
研究しています。現況では，波形予測に人工ニューラルネッ
トワーク（ANN），アクティブ振動制御に予見制御則を使用
しています。
　記録地震波（2004年中越地震）を用いて設計パラメータ
を最適化したシミュレーションでは，(A) 精度の高い未来波
形の予測が可能であること，(B) 通常のフィードバック制御

（最適制御）と同等のアクチュエータ力で，振動抑制性能を
平均2桁%以上向上できること　を示しました[1]。
　現在，(a) 様々な地震波に対する制御系のロバスト性の確
保，(b) 推定に用いる遠隔地波形観測点数の拡大，(c) セミア
クティブ（遅いパラメータ更新速度を持つデバイスも含む）
振動制御への適用拡大　等に向けて研究を進めています。
　この研究により，地震外乱を受ける多数の構造系の振動
制御性能の大幅な向上が実現され，巨大地震のような災厄
に対し，よりレジリエントな社会を創出することに貢献でき
ると期待しています。

[1] K. Hiramoto and T. Matsuoka, Active vibration control of structural systems with a 
preview of a future seismic waveform generated by remote waveform observation data
 and an artificial intelligence‒based waveform estimation system, Journal of Vibration 
and Control (2020), DOI: 10.1177/1077546319901024

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　新設される構造系およびその振動制御系だけでな
く，既設の構造振動制御系にアドオン的に波形伝送・
推定，予見制御機能を加えることによる本手法の実
装も可能です。

制御工学分野，振動工学分野，情報通信・IoT分野，人
工知能（AI）分野，土木・建築分野，防災関連分野　他
との連携を希望します。

関連する知的財産
論文 等

専門分野 制御工学、機械力学、ロボット工学晶析工学研究室
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晶析工学を基軸とした結晶品質制御
～　結晶粒径、結晶形状、結晶多形、結晶純度　～

●キーワード● 工業晶析、粒径分布制御、回分冷却晶析、融液晶析、反応晶析、造粒物製造、結晶精製、固液撹拌

　晶析は古い単位操作技術ですが、産業界では今なお根
強いニーズがあります。その理由として、晶析が分離精
製に加えて材料創製の側面を持っていること、固体が関
わるため操作難度が高いこと、操作の良し悪しが最終製
品に直接的な影響を及ぼすこと、などがあります。晶析
は核発生や結晶成長など複数の物理化学現象が同時に
進行するため、これらを装置内で制御して希望品質の結
晶製品を製造するには、何より現象理解が大切になりま
す。
　本研究室では、冷却晶析（融液系を含む）と反応晶析を
中心に、粒径分布や結晶純度などの結晶品質制御法と条
件選定のための設計計算式の開発を目的に、現象理解に
基づく実験研究を進めています。これまでに、反応晶析
法による難溶性硫酸塩系での単分散微粒子製造、滴下冷
却晶析法によるカリミョウバン単分散結晶の製造、反応
晶析造粒法による安息香酸や炭酸マンガンの大粒径結
晶造粒物の製造、貧溶媒晶析法による医薬品原薬の粒径
分布制御、回分晶析塔を用いた粗製リン酸の分離精製、
などを検討しています。いずれの研究課題もすぐに産業
応用できるよう、定番の装置や手法を用いることに念頭
を置いて検討しています。
　本研究を深めることで、所望品質の結晶製品を生産す
るための工学的な方策が明らかになります。

・撹拌技術とスケールアップ、シミュレーションの活用,技術情報協会(共著) 2021年発刊 (固液撹拌に関する内容)
・分離プロセスの最適化とスケールアップの進め方,技術情報協会(共著) 2019年発刊 (晶析操作一般に関する内容)
・最近の化学工学64「晶析工学は、どこまで進歩したか」,三恵社(共著) 2015年発刊 (反応晶析に関する内容)

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　企業で晶析を知っている人は少なく、多少なりと
も心得があるとアドバンテージになると思います。
本学の研究支援制度に機会を得て、実践的に学んで
みられてはいかがでしょうか。

・晶析技術に関わりのある産業分野、化学工学や晶
析工学の考え方や手法を適用してみたい方。
・晶析の基礎理論を学んで工学的な指針をもとに研
究開発を進めてみたい方（学術指導制度）

関連する知的財産
論文 等

反応晶析造粒法によるミリサイズ安息香酸造粒物の製造

回分冷却晶析塔を用いた粗製リン酸の分離精製

専門分野 化学工学、晶析工学

※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp 6-15-8


